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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

ʲετʔϦʔʳ
　文安 2 ～ 3（1445 ～ 1446）年におけるฌݿ
関（現ࡏの神戸市）への入船ه「ฌݿ関入
ᢠೲா」には、船出し港として「坂越」の名がొ
場する。湾ঢ়地形と生島によって荒からकられ
た天然のྑ港坂越浦は、漁業とともにն船業で発
లした。
　千種川ではߴ瀬舟によるྲྀ通が行われており、
年ߩถをはじめとした՟はߴ瀬舟船ண場でՙ༲
げされ、坂越の主ཁ道「大道」を通って坂越湾で

ն船に積まれ、大坂をはじめとしたશ国֤地へと
ӡばれた。
　また江戸後期になると赤穂で生࢈した塩をӡͼ
出す塩ն船がӫえ、坂越は港町としてگ׆をఄし
た。「ࠇ崎ุ所」（ࢦݝ定史）は、坂越近海で٬
した水などのุ地であり、埋ऀの出地はࢮ
は出Ӌから南は種ࢠ島までいൣғにわたる。
　大避神社のळのྱࡇ「坂越の船ࡇ」は、近世海
ӡのོを今に伝えている。

越पลʣ地۠ࡔ越ʢࡔ

�5ɽߓொɾࡔӽ

歴史文化の視点̎

Լ高谷のಓඪ

坂　越　

海のӺ

坂越ߓړ

Რ見のখ屋 খ島ߓړ

赤穂坂越ڠړ

生島　

　大ආ神ࣾ御ཱྀॴ
礼༻和船船ࡇ　

潮見町

崎ุॴࠇ

;Δ͞ͱ海؛

千

ɹ種

ɹ川

高स船ண

ӓ山

　ށ　内　海

෪͖の·ͪฒΈנ

大泊

大ආ神ࣾ

ົಓࣉ
鳥Ҫ町地ଂಊ

Ԟ౻家

坂越浦
山㟒ળ૾܅ޗ

船ֆ馬

Ԟ౻ञڷؗ
坂越·ͪฒΈؗ

坂越浦ձॴچ

木ށ門
ಓඪ

石仏

坂越大ಓ

ͱ͏ΖΜ

ົ見ࣉ

ು島

の  ͜ͱຌྫ

ৗָࣉ

Դᥡཆ৩
Դᥡཆ৩෩ܠ

坂越の船ࡇ

高स船ண 坂越の·ͪฒΈ 生島ͱ坂越大ಓ

0 500̼




